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1．現在の料金体系（前回の復習）

1－1．阿久比町の料金体系

阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回
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・基本料金と従量料金から構成される「二部料金制」を採用して
います。

・従量料金については、使用水量の増加に応じて料金単価が高く
なる「累進料金制」を採用しています。

料金の構成

・基本水量（10㎥／月）の範囲内において従量料金を賦課せず、
定額の水道料金のみ賦課する「基本水量制」を採用していま
す。

水量区分

・使用用途により料金が異なる「用途別料金体系」を採用してい
ます。

料金体系



税抜き価格　

家事用 営業用 官公署用 臨時用
共用

（家事用）

1,200 1,250 1,250 2,300 1,200

11 ～ 20 ㎥ 135 160 160 350 135

21 ～ 50 ㎥ 160 200 200 350 160

51 ㎥ ～ 200 240 240 350 200

累

進

性

従量料金

（１㎥につき）

ー

水量区分

(㎥/月)
料金区分

基本料金

水道料金(円/月)

1．現在の料金体系（前回の復習）

1－1．阿久比町の料金体系

阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回
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二部料金制
（基本料金、
従量料金）

基本水量制
※10m3以下の水量区分

では従量料金は
ありません。

用途別料金体系
※一般的には、用途別と
口径別の料金体系が

あります。



1．現在の料金体系（前回の復習）

1－2．知多5市5町との比較

阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回

3※家事用および20mmの口径で比較

R7.4時点（円/㎥）税抜き価格　

阿久比町 半田市 常滑市 東海市 大府市 知多市 東浦町 武豊町 美浜町 南知多町

710 910 700 600 600 390 600 1,385

0 ～ 5 ㎥ 58

6 ～ 10 ㎥ 62

11 ～ 20 ㎥ 135 85 101 100 115 116 126 130 141

21 ～ 30 ㎥ 130 149 141 175 163 140

31 ～ 40 ㎥

41 ～ 50 ㎥

51 ～ 60 ㎥

61 ～ 80 ㎥

81 ～ 100 ㎥

101 ～ 200 ㎥

201 ～ 500 ㎥

501 ㎥ ～

221

192

124

200

水量区分

(㎥/月)

（

１

㎥

に

つ

き

）

従

量

料

金

40 73

基本料金

1,200

170

135
160

201

1,238

225

217241

225

182 216

50

155

165

185

85

258

65

173

60

210

81～120㎥

230

120㎥~

90

～12㎥

130

13～40㎥

160

40～80㎥

・各市町とも二部料金制、累進料金制を採用しています。
・基本水量が採用されているのは、阿久比町、南知多町の２町です。
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円

平均1,356円

1．現在の料金体系（前回の復習）

1－2．知多5市5町との比較

阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回
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※家事用および20mmの口径、1か月で10㎥使用で比較

・1か月で10㎥使用した場合、平均料金は1,356円（税抜き）となっています。



1－3．阿久比町の使用者の構成

阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回
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営業用
0～10m3／月の使用者
が同用途中の48.1％
を占めます。

家事用
0～50m3／月の使用者

が全体の92.8%
を占めます。

1．現在の料金体系（前回の復習）

(月・件)

0～10ｍ3 11～20ｍ3 21～30ｍ3 31～40ｍ3 41～50ｍ3 51～100ｍ3 101～500ｍ3 501ｍ3～ 総計

件数 2,733 3,772 2,740 869 273 144 22 1 10,554

割合 24.4% 33.7% 24.5% 7.8% 2.4% 1.3% 0.2% 0.0% 94.3%

件数 261 60 52 41 26 46 48 9 543

割合 2.3% 0.5% 0.5% 0.4% 0.2% 0.4% 0.4% 0.1% 4.9%

件数 60 6 3 2 3 7 11 3 95

割合 0.5% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.1% 0.0% 0.8%

件数 3,054 3,838 2,795 912 302 197 81 13 11,192

割合 27.3% 34.3% 25.0% 8.1% 2.7% 1.8% 0.7% 0.1% 100.0%

※最新年度（令和5年度）のデータを採用

総計

家事用

営業用

官公署用

水量区分
用途



2．料金改定案の目標水準（前回の復習）

阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回
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5年間隔で料金改定を実施した場合の財政シミュレーション（供給単価・資金残高）

資金残高6億円を
維持

10%up 10%up

2%up 20%up

8%up
5%up

3%up

1回目

料金改定率が
抑えられる



２．料金改定案の目標水準（前回の復習）

阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回
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5年間隔で料金改定を実施した場合の財政シミュレーション（当期純利益）

当期純利益（収益的収支）
の黒字を維持

料金
改定

料金
改定

料金
改定料金

改定

料金
改定

料金
改定

料金
改定



3－1．料金改定案の基本条件

阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回
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基本条件① 二部料金制、累進料金制および用途別料金体系の継続

基本条件② 基本水量制の廃止

基本条件③ 水量区分の変更（細分化）

3．料金改定案

第２回審議会での審議結果を踏まえ、改定案の基本条件について示します。

基本条件④ 平均改定倍率１.１０倍



3－1．料金改定案の基本条件

阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回
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基本条件① 二部料金制、累進料金制および用途別料金体系の継続

3．料金改定案

・一般的に水道料金は、水道の使用水量に関係なく固定的にかかる経費とし
て基本料金と、使用した水量に応じて必要な経費を負担してもらう従量料
金から構成される二部料金制を採用しています。

・累進料金制は節水意識が働く一方で、大口使用者の負担が大きくなるため
累進度を低減する必要があります。

・現状の用途別料金は、家事用区分を設定することで生活用水の低廉化が図
れるメリットがあります。一方、口径別料金は、水道メーターの口径の違
いによって設定する方法で、費用負担の公平性と料金体系の明確性が確保
できるというメリットがあります。
今回の改定では、料金体系の大幅な変更による影響を緩和するため、現状
通り、用途別料金体系を維持します。



阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回

需要家費：使用水量の多少に関わらず主として使用者数に対応して増減する経費（量水器・検針委託料等）
固 定 費：使用水量及び使用者の多少に関わらず施設の規模に応じて固定的に必要な経費（人件費等）
変 動 費：主として使用水量の多少に応じて変動する経費（光熱費、受水費等）

阿久比町の使用水量等の実態を反映した上で、「基本料金」と「従量料金」の体系
を設定します。

水道料金算定要領に基づき、営業費用及び資本費用は、「需要家費」「固定費」
「変動費」に分解されます。
「固定費」は、阿久比町の施設利用率(約60％)で基本料金と従量料金に分配します。
分配後の基本料金と従量料金の割合は「3.5：6.5」(35％：65％)です。

営業費用
（維持管理費、
減価償却費、
資産減耗費）

資本費用
（支払利息、
資産維持費）

固定費
364,526千円

需要家費
13,465千円

変動費

81,608千円

基本料金
159,385千円

従量料金
300,214千円

10

二部料金制（基本料金と従量料金）についての補足説明

3－1．料金改定案の基本条件

3．料金改定案

35%

65%

※令和5年度決算ベース

145,920千円

218,606千円



3－1．料金改定案の基本条件

阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回
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基本条件② 基本水量制の廃止

3．料金改定案

・基本水量制については、水道料金改定業務の手引き（平成29年3月 日本水
道協会）に「漸進的に解消するもの」とされているほか、使用水量が異
なっても料金が変わらないことへの不平感や、節水意識が阻害されてSDGs
の観点から逆効果となることからも、廃止をします。

基本水量の
廃止

基本料金

水量

料金

従量料金

基本料金

水量

料金

従量料金

基本水量
※10m3以下の水量
区分では従量料金
はありません。



3－1．料金改定案の基本条件

阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回
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基本条件③ 水量区分の変更（細分化）

3．料金改定案

・従来の水量区分のままでは、料金改定時に一部の使用者に急激な負担増が
生じる可能性があります。細分化することで段階的な料金調整が可能とな
り、急激な値上げを避けることができるため、使用者への負担感を和らげ
る効果が期待できます。

・節水意識の向上が図れます。

基本料金

水量

料金

従量料金 水量区分の
細分化

基本料金

水量

料金

従量料金



3－1．料金改定案の基本条件

阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回
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3．料金改定案

基本条件④ 平均改定倍率１.１０倍

10%up

1回目

・今後必要となる管路の更新費用等を鑑み、町全体の水道料金収入が、
現状よりも10%増加する料金体系に改定します。



3－2．料金改定案

阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回
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改定案① 「水道料金算定要領」に基づき算定

改定案② 水量区分を細分化（８区分）にし、累進度は現状程度

改定案③ 水量区分を細分化（８区分）にし、累進度を現状より低減

3．料金改定案

これまでの基本条件を踏まえ、以下を料金改定案とします。
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改定案① 「水道料金算定要領」に基づき算定

・全体の平均改定倍率が1.10倍となるよう
に調整。

・均一型の従量料金

※累進度（家事用）＝(501m3～の従量料金)÷(11～20m3の従量料金)

改定後 改定前

平均改定倍率 1.10 ―

供給単価(円/㎥) 171.21 155.25

累進度（家事用） 1.00 1.48

（円/㎥）税抜き価格　

改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後

1,200 2,440 6,260

0 ～ 10 ㎥

11 ～ 20 ㎥ 135 160 160

21 ～ 30 ㎥

31 ～ 40 ㎥

41 ～ 50 ㎥

51 ～ 100 ㎥

101 ～ 500 ㎥

501 ㎥ ～

109 109 109

水量区分

(㎥/月)

家事用 営業用 官公署用

200

基本料金

（

１

㎥

に

つ

き

）

従

量

料

金

1,200

160

1,250

200

240

1,250

200

240



改定率

使用水量 家事用 営業用 官公署用

0 ㎥ 0% 95% 401%

10 ㎥ 91% 182% 488%

20 ㎥ 33% 62% 196%

30 ㎥ 8% 18% 96%

40 ㎥ -3% -1% 55%

50 ㎥ -10% -11% 32%

100 ㎥ -30% -36% -18%

150 ㎥ -36% -43% -31%

200 ㎥ -38% -46% -37%

300 ㎥ -41% -49% -43%

500 ㎥ -43% -51% -48%

1000 ㎥ -44% -53% -51%
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-100%

-50%

0%

50%

100%

150%

200%

250%
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350%

400%

450%

500%

0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥ 1000㎥

料
金
改
定
率

使用水量

家事用

営業用

官公署用

平均改定率10％

改定案① 「水道料金算定要領」に基づき算定

0～10㎥では
改定率50％以上

官公署用以外では
40㎥以上で改定率は0%
を下回る。

現行料金 （月・円）税抜き価格

使用水量 家事用 営業用 官公署用

0 ㎥ 1,200 1,250 1,250

10 ㎥ 1,200 1,250 1,250

20 ㎥ 2,550 2,850 2,850

30 ㎥ 4,150 4,850 4,850

40 ㎥ 5,750 6,850 6,850

50 ㎥ 7,350 8,850 8,850

100 ㎥ 17,350 20,850 20,850

150 ㎥ 27,350 32,850 32,850

200 ㎥ 37,350 44,850 44,850

300 ㎥ 57,350 68,850 68,850

500 ㎥ 97,350 116,850 116,850

1000 ㎥ 197,350 236,850 236,850

改定案① （月・円）税抜き価格

使用水量 家事用 営業用 官公署用

0 ㎥ 1,200 2,440 6,260

10 ㎥ 2,290 3,530 7,350

20 ㎥ 3,380 4,620 8,440

30 ㎥ 4,470 5,710 9,530

40 ㎥ 5,560 6,800 10,620

50 ㎥ 6,650 7,890 11,710

100 ㎥ 12,100 13,340 17,160

150 ㎥ 17,550 18,790 22,610

200 ㎥ 23,000 24,240 28,060

300 ㎥ 33,900 35,140 38,960

500 ㎥ 55,700 56,940 60,760

1000 ㎥ 110,200 111,440 115,260

差額 （月・円）税抜き価格

使用水量 家事用 営業用 官公署用

0 ㎥ 0 1,190 5,010

10 ㎥ 1,090 2,280 6,100

20 ㎥ 830 1,770 5,590

30 ㎥ 320 860 4,680

40 ㎥ -190 -50 3,770

50 ㎥ -700 -960 2,860

100 ㎥ -5,250 -7,510 -3,690

150 ㎥ -9,800 -14,060 -10,240

200 ㎥ -14,350 -20,610 -16,790

300 ㎥ -23,450 -33,710 -29,890

500 ㎥ -41,650 -59,910 -56,090

1000 ㎥ -87,150 -125,410 -121,590
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改定案② 水量区分を細分化（８区分）にし、累進度は現状程度

・全体の平均改定倍率が1.10倍となるよう
に調整。

・累進度は現状と同程度

※累進度（家事用）＝(501m3～の従量料金)÷(11～20m3の従量料金)

（円/㎥）税抜き価格　

改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後

1,250 1,300 1,300

0 ～ 10 ㎥ 5 6 6

11 ～ 20 ㎥ 135 150 160 180 160 180

21 ～ 30 ㎥ 175 220 220

31 ～ 40 ㎥ 180 225 225

41 ～ 50 ㎥ 185 230 230

51 ～ 100 ㎥ 215 260 260

101 ～ 500 ㎥ 220 265 265

501 ㎥ ～ 225 270 270

基本料金
1,200

家事用 営業用 官公署用

1,250 1,250

水量区分

(㎥/月)

（

１

㎥

に

つ

き

）

従

量

料

金

160

200

200

240

200

240

改定後 改定前

平均改定倍率 1.10 ―

供給単価(円/㎥) 170.25 155.25

累進度（家事用） 1.50 1.48
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改定案② 水量区分を細分化（８区分）にし、累進度は現状程度

0～10m3で改定率10%未満
それ以上で改定率10%程度

現行料金 （月・円）税抜き価格

使用水量 家事用 営業用 官公署用

0 ㎥ 1,200 1,250 1,250

10 ㎥ 1,200 1,250 1,250

20 ㎥ 2,550 2,850 2,850

30 ㎥ 4,150 4,850 4,850

40 ㎥ 5,750 6,850 6,850

50 ㎥ 7,350 8,850 8,850

100 ㎥ 17,350 20,850 20,850

150 ㎥ 27,350 32,850 32,850

200 ㎥ 37,350 44,850 44,850

300 ㎥ 57,350 68,850 68,850

500 ㎥ 97,350 116,850 116,850

1000 ㎥ 197,350 236,850 236,850

改定案② （月・円）税抜き価格

使用水量 家事用 営業用 官公署用

0 ㎥ 1,250 1,300 1,300

10 ㎥ 1,300 1,360 1,360

20 ㎥ 2,800 3,160 3,160

30 ㎥ 4,550 5,360 5,360

40 ㎥ 6,350 7,610 7,610

50 ㎥ 8,200 9,910 9,910

100 ㎥ 18,950 22,910 22,910

150 ㎥ 29,950 36,160 36,160

200 ㎥ 40,950 49,410 49,410

300 ㎥ 62,950 75,910 75,910

500 ㎥ 106,950 128,910 128,910

1000 ㎥ 219,450 263,910 263,910

差額 （月・円）税抜き価格

使用水量 家事用 営業用 官公署用

0 ㎥ 50 50 50

10 ㎥ 100 110 110

20 ㎥ 250 310 310

30 ㎥ 400 510 510

40 ㎥ 600 760 760

50 ㎥ 850 1,060 1,060

100 ㎥ 1,600 2,060 2,060

150 ㎥ 2,600 3,310 3,310

200 ㎥ 3,600 4,560 4,560

300 ㎥ 5,600 7,060 7,060

500 ㎥ 9,600 12,060 12,060

1000 ㎥ 22,100 27,060 27,060

改定率

使用水量 家事用 営業用 官公署用

0 ㎥ 4% 4% 4%

10 ㎥ 8% 9% 9%

20 ㎥ 10% 11% 11%

30 ㎥ 10% 11% 11%

40 ㎥ 10% 11% 11%

50 ㎥ 12% 12% 12%

100 ㎥ 9% 10% 10%

150 ㎥ 10% 10% 10%

200 ㎥ 10% 10% 10%

300 ㎥ 10% 10% 10%

500 ㎥ 10% 10% 10%

1000 ㎥ 11% 11% 11%
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改定案③ 水量区分を細分化（８区分）にし、累進度を現状より低減

・全体の平均改定倍率が1.10倍となるよう
に調整。

・累進度を現状より低減

※累進度（家事用）＝(501m3～の従量料金)÷(11～20m3の従量料金)

改定後 改定前

平均改定倍率 1.10 ―

供給単価(円/㎥) 170.32 155.25

累進度（家事用） 1.31 1.48

（円/㎥）税抜き価格　

改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後

1,250 1,300 1,300

0 ～ 10 ㎥ 5 6 6

11 ～ 20 ㎥ 135 160 160 185 160 185

21 ～ 30 ㎥ 170 225 225

31 ～ 40 ㎥ 180 230 230

41 ～ 50 ㎥ 190 235 235

51 ～ 100 ㎥ 200 240 240

101 ～ 500 ㎥ 205 245 245

501 ㎥ ～ 210 250 250

営業用 官公署用

1,250

200

240

1,250

200

240

1,200

160

200

水量区分

(㎥/月)

家事用

（

１

㎥

に

つ

き

）

従

量

料

金

基本料金



改定率

使用水量 家事用 営業用 官公署用

0 ㎥ 4% 4% 4%

10 ㎥ 8% 9% 9%

20 ㎥ 14% 13% 13%

30 ㎥ 11% 13% 13%

40 ㎥ 11% 13% 13%

50 ㎥ 13% 14% 14%

100 ㎥ 5% 6% 6%

150 ㎥ 4% 5% 5%

200 ㎥ 4% 4% 4%

300 ㎥ 3% 3% 3%

500 ㎥ 3% 3% 3%

1000 ㎥ 4% 3% 3%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥ 1000㎥

料
金
改
定
率

使用水量

家事用

営業用・官公署用

平均改定率10％
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改定案③ 水量区分を細分化（８区分）にし、累進度を現状より低減

0～10m3で改定率10%未満
20～50m3で改定率10%～15％程度

100㎥以上では
改定率は5%程度

現行料金 （月・円）税抜き価格

使用水量 家事用 営業用 官公署用

0 ㎥ 1,200 1,250 1,250

10 ㎥ 1,200 1,250 1,250

20 ㎥ 2,550 2,850 2,850

30 ㎥ 4,150 4,850 4,850

40 ㎥ 5,750 6,850 6,850

50 ㎥ 7,350 8,850 8,850

100 ㎥ 17,350 20,850 20,850

150 ㎥ 27,350 32,850 32,850

200 ㎥ 37,350 44,850 44,850

300 ㎥ 57,350 68,850 68,850

500 ㎥ 97,350 116,850 116,850

1000 ㎥ 197,350 236,850 236,850

改定案③ （月・円）税抜き価格

使用水量 家事用 営業用 官公署用

0 ㎥ 1,250 1,300 1,300

10 ㎥ 1,300 1,360 1,360

20 ㎥ 2,900 3,210 3,210

30 ㎥ 4,600 5,460 5,460

40 ㎥ 6,400 7,760 7,760

50 ㎥ 8,300 10,110 10,110

100 ㎥ 18,300 22,110 22,110

150 ㎥ 28,550 34,360 34,360

200 ㎥ 38,800 46,610 46,610

300 ㎥ 59,300 71,110 71,110

500 ㎥ 100,300 120,110 120,110

1000 ㎥ 205,300 245,110 245,110

差額 （月・円）税抜き価格

使用水量 家事用 営業用 官公署用

0 ㎥ 50 50 50

10 ㎥ 100 110 110

20 ㎥ 350 360 360

30 ㎥ 450 610 610

40 ㎥ 650 910 910

50 ㎥ 950 1,260 1,260

100 ㎥ 950 1,260 1,260

150 ㎥ 1,200 1,510 1,510

200 ㎥ 1,450 1,760 1,760

300 ㎥ 1,950 2,260 2,260

500 ㎥ 2,950 3,260 3,260

1000 ㎥ 7,950 8,260 8,260



3－３．検討結果
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項目 現行体系 改定案① 改定案② 改定案③

算定方法 －
「水道料金算定要領」

に基づき算定

水量区分を細分化
（８区分）にし、
累進度は現状程度

水量区分を細分化
（８区分）にし、

累進度を現状より低減

基本料金と従量
料金の割合

3.5：6.5 3.5：6.5 3.5：6.5 3.5：6.5

累進度（家事用） 1.48 1.00（一定） 1.50 1.31

使用者への影響
（負担感）

－

営業用、官公署用の
基本料金が大幅な増
額となり、これらの
用途で使用する使用
者の負担感が大きい。

少量使用者と比較
し、大口使用者の
負担感が大きい。

少量使用者と比較し、大口使用者の
負担感は小さい。

使用水量減少時に
おける経営安定性

－
使用水量が少なくな
る場合でも、料金収
入への影響は小さい。

使用水量が少なく
なる場合では、料
金収入への影響は
大きい。

使用水量が少なくなる場合でも、
料金収入への影響は小さい。

考察 －

現状の料金体系から
大きく変わるため、
使用者からの理解を
得られにくい。

「改定率」の観点
ではほぼ一定であ
る一方、「支払
額」の観点では使
用水量増加に伴っ
て増額幅が大きく
なる。

使用者割合が多い水量区分の使用者
の改定率が、他の区分と比較して高
い改定率となるが、相対的に施設維
持費がかかっていること等を鑑み、
適切な設定であると考える。
一方、「支払額」の観点では大口使
用者と比較し、増額幅は小さい。

事務局案 － × △ 〇

3．料金改定案



4．今後の予定

阿久比町水道料金及び下水道使用料審議会／第３回

令和８年度からの水道料金改定に向け、検討を進めて
いきます。

今後の審議会の予定（案）

回数 開催時期 主な内容

第1回 令和6年12月19日
・水道事業の概要
・経営状況

第2回 令和7年 2月10日 ・料金改定の方向性

第3回 令和7年 5月12日 ・料金改定案の検討①

第4回 令和7年 7月14日 ・料金改定案の検討②

第5回 令和7年10月頃 ・答申案
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